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非同期の概念

非同期ミラーリングの仕組み

非同期ミラーリングでは、データボリュームがオンデマンドまたはスケジュールに基づ
いてコピーされるため、データの破損や損失が原因で発生するダウンタイムを最小限ま
たは回避できます。

非同期ミラーリングでは、特定の時点におけるプライマリボリュームの状態がキャプチャされ、前回のイメー
ジキャプチャ以降に変更されたデータだけがコピーされます。プライマリサイトはただちに更新でき、セカン
ダリサイトは帯域幅の許す限り更新できます。情報はキャッシュされ、あとでネットワークリソースが利用可
能になると送信されます。

このタイプのミラーリングはノンストップオペレーションの要求を満たすのに最適であり、一般に、バックア
ップやアーカイブなどの定期的なプロセスをはるかにネットワーク効率よく実行できます。非同期ミラーリン
グを使用する理由は次のとおりです。

• リモートバックアップの統合：

• 局地災害や広域災害に対する保護

• 本番データのある時点におけるイメージを使用したアプリケーションの開発とテスト

非同期ミラーリングセッション

非同期ミラーリングでは、特定の時点におけるプライマリボリュームの状態がキャプチャされ、前回のイメー
ジキャプチャ以降に変更されたデータだけがコピーされます。非同期ミラーリングを使用すると、プライマリ
サイトはただちに更新でき、セカンダリサイトは帯域幅に余裕があれば更新できます。情報はキャッシュさ
れ、あとでネットワークリソースが利用可能になると送信されます。

アクティブな非同期ミラーリングセッションには、主に4つの手順があります。
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1. 書き込み処理は最初にプライマリボリュームのストレージアレイで実行されます。

2. 処理のステータスがホストに返されます。

3. プライマリボリュームでのすべての変更がログに記録され、追跡されます。

4. すべての変更が、バックグラウンドプロセスとしてセカンダリボリュームのストレージアレイに送信され
ます。

これらの手順は、定義した同期間隔で繰り返されます。また、間隔が定義されていない場合は、手動で繰り返
すこともできます。

非同期ミラーリングでは、設定された間隔でのみデータがリモートサイトに転送されるため、ローカルI/Oへ
の影響は低速なネットワーク接続による影響と同程度で済みます。この転送はローカルI/Oには関連付けられ
ないため、アプリケーションのパフォーマンスには影響しません。したがって、非同期ミラーリングで
は、iSCSIなどの低速な接続を使用して、ローカルとリモートのストレージシステム間で長距離にわたって実
行することができます。

ストレージアレイのファームウェアバージョンが7.84以上である必要があります。（それぞれ異なるOSバー
ジョンを実行できます）。

ミラー整合性グループとミラーペア

ミラー整合性グループを作成して、ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイの間にミラーリン
グ関係を確立します。非同期ミラーリング関係は、ミラーペア（あるストレージアレイ上のプライマリボリュ
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ームと別のストレージアレイ上のセカンダリボリューム）で構成されます。

プライマリボリュームを含むストレージアレイは、通常はプライマリサイトにあり、アクティブなホストに対
応します。セカンダリボリュームを含むストレージアレイは、通常はセカンダリサイトにあり、データのレプ
リカを格納します。セカンダリボリュームには通常、データのバックアップコピーが格納され、ディザスタリ
カバリに使用されます。

同期の設定

ミラーペアを作成するときは、同期優先度と再同期ポリシーも定義します。通信が中断した場合、ミラーペア
はこれらを使用して再同期処理を完了します。

ミラー整合性グループを作成するときは、グループ内のすべてのミラーペアの同期優先度と再同期ポリシーも
定義します。ミラーペアは、同期優先度と再同期ポリシーを使用して、通信の中断後に再同期処理を完了しま
す。

プライマリボリュームのストレージアレイがセカンダリボリュームにデータを書き込むことができない場合、
ミラーペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームが非同期になる可能性があります。この状況は、
次の問題が原因で発生する可能性があります。

• ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイ間のネットワークの問題。

• セカンダリボリュームに障害が発生した。

• ミラーペアの同期を手動で中断しています。

• ミラーグループのロールの競合。

リモートストレージアレイ上のデータは、手動または自動で同期できます。

リザーブ容量と非同期ミラーリング

リザーブ容量は、同期が行われていないときにプライマリボリュームとセカンダリボリュームの間の差異を追
跡するために使用します。また、各ミラーペアの同期の統計も追跡します。

ミラーペアのボリュームごとに専用のリザーブ容量が必要です。

設定と管理

2つのアレイ間のミラーリングを有効にして設定するには、Unified Managerインターフェイスを使用する必要
があります。ミラーリングを有効にすると、System Managerでミラーペアと同期設定を管理できます。

非同期ミラーリングに関する用語

ストレージアレイに関連する非同期ミラーリングの用語を次に示します。
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期間 製品説明

ローカルストレージアレ
イ

ローカルストレージアレイは、操作の対象となるストレージアレイです。

Local Role列に* Primary と表示された場合は、ミラー関係のプライマリロールが
割り当てられたボリュームがストレージアレイに含まれていることを示していま
す。Local Role列に「 Secondary」と表示されている場合、ストレージアレイに
ミラー関係のセカンダリロールが割り当てられたボリュームが含まれていること
を示しています。

ミラー整合性グループ ミラー整合性グループは、1つ以上のミラーペアのコンテナです。非同期ミラー
リング処理では、ミラー整合性グループを作成する必要があります。

ミラーペア ミラーペアは、プライマリボリュームとセカンダリボリュームの2つのボリュー
ムで構成されます。

非同期ミラーリングでは、ミラーペアは常にミラー整合性グループに属します。
書き込み処理は最初にプライマリボリュームに対して実行され、次にセカンダリ
ボリュームにレプリケートされます。ミラー整合性グループ内の各ミラーペアで
は、同じ同期設定が共有されます。

プライマリボリューム ミラーペアのプライマリボリュームは、ミラーリングするソースボリュームで
す。

リモートストレージアレ
イ

通常、リモートストレージアレイはセカンダリサイトとして指定され、セカンダ
リサイトにはミラーリング構成のデータのレプリカが格納されます。

リザーブ容量 リザーブ容量は、コピーサービス処理やストレージオブジェクトに使用される物
理割り当て容量です。ホストから直接読み取ることはできません。

ロール変更 ロール変更では、セカンダリボリュームにプライマリロールが割り当てられ、セ
カンダリボリュームにプライマリロールが割り当てられます。

セカンダリボリューム ミラーペアのセカンダリボリュームは、通常はセカンダリサイトに配置され、デ
ータのレプリカが格納されます。

同期 同期は、ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイの間の初期同期
で実行されます。同期は、通信の中断後にプライマリボリュームとセカンダリボ
リュームが同期されていない状態になった場合にも実行されます。通信リンクの
動作が再開されると、レプリケートされていないデータがセカンダリボリューム
のストレージアレイに同期されます。

ホリユウムノヒトウキミラアリンクワアクフロオ

次のワークフローを使用して非同期ミラーリングを設定します。

1. Unified Managerで初期設定を実行します。
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a. データ転送元としてローカルストレージアレイを選択します。

b. ミラー整合性グループを作成または選択します。ミラー整合性グループは、ローカルアレイ上のプラ
イマリボリュームとリモートアレイ上のセカンダリボリュームのコンテナです。プライマリ ボリュー
ムとセカンダリ ボリュームは「ミラー ペア」と呼ばれます。ミラー整合性グループを初めて作成する
場合は、実行する同期方法（手動またはスケジュール）を指定します。

c. ローカルストレージアレイからプライマリボリュームを選択し、リザーブ容量を確認します。リザー
ブ容量は、コピー処理に使用される物理割り当て容量です。

d. 転送先としてリモートストレージアレイを選択し、セカンダリボリュームを選択して、リザーブ容量
を確認します。

e. プライマリボリュームからセカンダリボリュームへの初回のデータ転送を開始します。ボリュームサ
イズによっては、この初回転送に数時間かかることがあります。

2. 初期同期の進捗状況を確認します。

a. Unified Managerで、ローカルアレイのSystem Managerを起動します。

b. System Managerで、ミラーリング処理のステータスを確認します。ミラーリングが完了すると、ミラ
ーペアのステータスは「最適」になります。

3. *オプション：*以降のデータ転送については、System Managerでスケジュールを再設定したり、手動で実
行したりできます。新しいブロックと変更されたブロックだけがプライマリボリュームからセカンダリボ
リュームに転送されます。

非同期レプリケーションは定期的に行われるため、変更されたブロックを統合してネット
ワーク帯域幅を節約できます。書き込みスループットと書き込みレイテンシへの影響は最
小限に抑えられます。

非同期ミラーリングを使用するための要件

非同期ミラーリングを使用する場合は、次の要件に注意してください。

Unified Manager

2つのアレイ間のミラーリングを有効にして設定するには、Unified Managerインターフェイスを使用する必要
があります。Unified Managerは、Web Services Proxyとともにホストシステムにインストールされます。

• Web Services Proxyサービスが実行されている必要があります。

• Unified ManagerがHTTPS接続経由でローカルホストで実行されている必要があります。

• Unified Managerにストレージアレイの有効なSSL証明書が表示されている必要があります。Unified

Managerのメニューから「Certificate Management」に移動し、自己署名証明書を受け入れるか、独自の
セキュリティ証明書をインストールできます。

ストレージアレイ

• 2つのストレージアレイが必要です。

• 各ストレージアレイに2台のコントローラが必要です。

• Unified Managerで2つのストレージアレイが検出されている必要があります。
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• プライマリアレイとセカンダリアレイの両方の各コントローラにイーサネット管理ポートが設定され、ネ
ットワークに接続されている必要があります。

• ストレージアレイに必要なファームウェアの最小バージョンは7.84です（それぞれ異なるOSバージョン
を実行できます）。

• ローカルとリモートのストレージアレイのパスワードを確認しておく必要があります。

• ミラーリングするプライマリボリューム以上のセカンダリボリュームを作成するには、リモートストレー
ジアレイに十分な空き容量が必要です。

• ローカルとリモートのストレージアレイをFibre ChannelファブリックまたはiSCSIインターフェイスを介
して接続します。

サポートされる接続

非同期ミラーリングでは、ローカルとリモートのストレージシステム間の通信にFC接続、iSCSI接続、または
その両方を使用できます。ミラー整合性グループを作成するときに、リモートストレージアレイにFCとiSCSI

の両方が接続されている場合は、そのグループでどちらかを選択できます。1つのチャネルタイプからもう1

つのチャネルタイプへのフェールオーバーはありません。

非同期ミラーリングでは、ストレージアレイのホスト側I/Oポートを使用して、ミラーリングされたデータが
プライマリ側からセカンダリ側に転送されます。

• * Fibre Channel（FC）インターフェイス経由のミラーリング*

ストレージアレイの各コントローラでは、最も番号が大きいFCホストポートがミラーリング処理の専用ポ
ートとして使用されます。

ベースのFCポートとホストインターフェイスカード（HIC）のFCポートの両方があるコントローラで
は、HICの最も番号が大きいポートが使用されます。専用ポートにログオンしたホストはログアウトさ
れ、ホストログイン要求は許可されません。このポートでのI/O要求は、ミラーリング処理の対象となるコ
ントローラからのみ許可されます。

専用のミラーリングポートは、ディレクトリサービスとネームサービスのインターフェイスをサポートす
るFCファブリック環境に接続されている必要があります。特に、FC-ALおよびポイントツーポイントはミ
ラー関係が確立されたコントローラ間の接続オプションとしてサポートされないことに注意してくださ
い。

• * iSCSIインターフェイス経由のミラーリング*

FCとは異なり、iSCSIでは専用のポートを必要としません。iSCSI環境で非同期ミラーリングを使用する
場合、ストレージアレイのどのフロントエンドiSCSIポートも非同期ミラーリング専用にする必要はあり
ません。これらのポートは、非同期ミラーリングのトラフィックとホスト/アレイ間のI/O接続で共有され
ます。

コントローラはリモートストレージシステムのリストを管理しており、iSCSIイニシエータはこのリスト
を使用してセッションの確立を試みます。iSCSI接続の確立に成功した最初のポートは、そのリモートス
トレージアレイとの以降のすべての通信に使用されます。通信に失敗すると、使用可能なすべてのポート
を使用して新しいセッションの確立が試行されます。

iSCSIポートは、アレイレベルでポート単位で設定します。設定メッセージおよびデータ転送用のコント
ローラ間通信では、次の設定を含むグローバル設定が使用されます。

◦ VLAN：ローカルシステムとリモートシステムが通信するためには、両方のシステムでVLAN設定が同
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じである必要があります

◦ iSCSIリスニングポート

◦ ジャンボフレーム

◦ イーサネットの優先順位

コントローラ間のiSCSI通信には、管理イーサネットポートではなくホスト接続ポート
を使用する必要があります。

非同期ミラーリングでは、ストレージアレイのホスト側I/Oポートを使用して、ミラーリングされたデータ
がプライマリ側からセカンダリ側に転送されます。非同期ミラーリングは高レイテンシで低コストのネッ
トワーク向けであるため、iSCSI接続（つまりTCP/IPベース）が適しています。iSCSI環境で非同期ミラー
リングを使用する場合、アレイのどのフロントエンドiSCSIポートも非同期ミラーリング専用にする必要
はありません。これらのポートは、非同期ミラーリングのトラフィックとホスト/アレイ間のI/O接続で共
有されます。

ミラーボリュームの候補

• 非同期ミラーペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームでは、RAIDレベル、キャッシングパ
ラメータ、およびセグメントサイズが異なる場合があります。

EF600およびEF300コントローラでは、非同期ミラーペアのプライマリボリュームとセカン
ダリボリュームのプロトコル、トレイレベル、セグメントサイズ、セキュリティタイプ、
およびRAIDレベルが同じである必要があります。対応していない非同期ミラーペアは、使
用可能なボリュームのリストに表示されません。

• セカンダリボリュームは、プライマリボリュームと同じサイズ以上である必要があります。

• ボリュームに設定できるミラー関係は1つだけです。

• ボリュームの候補は、同じデータセキュリティ機能を共有する必要があります。

◦ プライマリボリュームがFIPSに対応している場合、セカンダリボリュームはFIPSに対応している必要
があります。

◦ プライマリボリュームがFDEに対応している場合、セカンダリボリュームはFDEに対応している必要
があります。

◦ プライマリボリュームでドライブセキュリティを使用していない場合、セカンダリボリュームでドラ
イブセキュリティを使用していない必要があります。

• プライマリボリュームとセカンダリボリュームで同じドライブタイプを共有する必要があります。プライ
マリボリュームとセカンダリボリュームにNVMeドライブとSASドライブを混在させることはできませ
ん。

リザーブ容量

• コントローラのリセットおよびその他の一時的な中断からリカバリするための書き込み情報をログに記録
するには、ミラーペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームにリザーブ容量ボリュームが必要
です。

• ミラーペアのプライマリボリュームとセカンダリボリュームには追加のリザーブ容量が必要であるため、
ミラー関係にある両方のストレージアレイに空き容量が確保されていることを確認してください。
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• リザーブ容量ボリュームは、関連付けられているミラーボリュームと同じドライブタイプを共有する必要
があります。

◦ リザーブ容量ボリュームをNVMeドライブに作成する場合は、そのミラーボリュームもNVMeドライブ
に作成する必要があります。

◦ リザーブ容量ボリュームをSASドライブに作成する場合は、そのミラーボリュームもSASドライブに
作成する必要があります。

ドライブセキュリティ機能

• セキュリティ対応ドライブを使用する場合、プライマリボリュームとセカンダリボリュームのセキュリテ
ィ設定に互換性がある必要があります。この制限は強制的には適用されないため、自分で確認する必要が
あります。

• セキュリティ対応ドライブを使用する場合、プライマリボリュームとセカンダリボリュームで同じタイプ
のドライブを使用する必要があります。この制限は強制的には適用されないため、自分で確認する必要が
あります。

• Data Assurance（DA）を使用する場合、プライマリボリュームとセカンダリボリュームでDA設定を同じ
にする必要があります。

非同期ミラーのステータス

ミラーステータスは、ミラー整合性グループとミラーボリュームペアの状態を定義しま
す。

ミラー整合性グループのステータス

ステータス 製品説明

同期（初期同期） ミラーボリュームペア間で完了した初期データ同期の進捗状況。

初期同期中に、ボリュームは、デグレード/失敗/最適/不明の各状態に移行できま
す。

同期（間隔同期） ミラーボリュームペア間で完了した定期的なデータ同期の進捗状況。

システム中断 ミラー整合性グループレベルで、すべてのミラーペアについて、データの同期が
ストレージシステムによって一時停止された状態。

ミラー整合性グループ内の少なくとも1つのミラーペアが停止または障害状態で
す。

ユーザによる中断 ミラー整合性グループレベルで、すべてのミラーペアについて、データの同期が
ユーザによって一時停止されました。

この状態は、ホストアプリケーションのパフォーマンスへの影響（ローカルスト
レージアレイで変更されたデータがリモートストレージアレイにコピーされると
きに発生する可能性があります）を削減するのに役立ちます。
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ステータス 製品説明

一時停止 リモートストレージアレイへのアクセス中にエラーが発生したため、データ同期
プロセスが一時停止しました。

孤立 孤立したミラーペアボリュームは、整合性ミラーグループの一方（プライマリま
たはセカンダリ）で整合性ミラーグループのメンバーボリュームが削除され、も
う一方では削除されていない場合に発生します。

孤立したミラーペアボリュームは、アレイ間の通信がリストアされ、ミラー構成
の両サイドでミラーパラメータが調整されたときに検出されます。

ミラーペアを削除すると、孤立したミラーペアの状態を修正できます。

ロール変更を保留中/実行
中

ミラー整合性グループ間のロールの変更が保留中または進行中です。

ロールを（プライマリロールまたはセカンダリロールに）反転すると、選択した
ミラー整合性グループ内のすべての非同期ミラーペアに反映されます。

保留中のロール変更はキャンセルできますが、進行中のロール変更はキャンセル
できません。

ロールの競合 ロール変更処理中にローカルストレージアレイとリモートストレージアレイの間
の通信に問題が発生したため、ミラー整合性グループ間でロールの競合が発生し
ました。

通信の問題が解決されると、ロールの競合が発生します。Recovery Guruを使用
してこのエラーを解決してください。

ロールの競合を解決する場合、強制昇格は許可されません。

ミラアヘアノステエタス

ミラーペアのステータスは、プライマリボリュームとセカンダリボリュームのデータが同期されているかどう
かを示します。

ステータス 製品説明

トウキ ミラーペア間で完了した初期または定期的なデータ同期の進捗状況。

同期には、初期同期と定期的同期の2種類があります。初期同期の進捗状況
は、[Long Running Operations]ダイアログボックスにも表示されます。

最適 ミラーペア内のボリュームが同期されています。これは、ストレージアレイ間の
接続が動作していて、各ボリュームが適切な動作状態にあることを示していま
す。
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ステータス 製品説明

不完全 System Managerでサポートされていないストレージアレイでミラーペアの作成
手順が開始され、セカンダリでミラーペアが完了していないため、リモートスト
レージアレイ上の非同期ミラーペアが不完全です。

ミラーペアの作成プロセスは、リモートストレージアレイ上のミラー整合性グル
ープにボリュームを追加すると完了します。このボリュームが非同期ミラーペア
のセカンダリボリュームになります。

リモートストレージアレイがSystem Managerで管理されている場合、ミラーペ
アは自動的に完了します。

失敗 プライマリボリューム、セカンダリボリューム、またはミラーのリザーブ容量で
障害が発生したため、非同期ミラーリング処理を正常に実行できません。

孤立 孤立したミラーペアボリュームは、整合性ミラーグループの一方（プライマリま
たはセカンダリ）で整合性ミラーグループのメンバーボリュームが削除され、も
う一方では削除されていない場合に発生します。

孤立したミラーペアボリュームは、2つのストレージアレイ間の通信がリストア
され、ミラー構成の両側でミラーパラメータが調整されると検出されます。

ミラーペアを削除すると、孤立したミラーペアの状態を修正できます。

停止 ミラー整合性グループがシステムによって中断された状態であるため、ミラーペ
アは停止状態です。

ボリューム所有権

ミラーペアの優先コントローラ所有者を変更できます。

ミラーペアのプライマリボリュームがコントローラAに所有されている場合、セカンダリボリュームもリモー
トストレージアレイのコントローラAに所有されます。プライマリボリュームの所有者を変更すると、セカン
ダリボリュームの所有者が自動的に変更され、両方のボリュームが同じコントローラで所有されるようになり
ます。プライマリ側で現在の所有権が変更されると、セカンダリ側の対応する所有権も自動的に変更されま
す。

たとえば、コントローラAが所有するプライマリ ボリュームの所有者をコントローラBに変更したとします。
この場合、次回のリモート書き込み時に、セカンダリ ボリュームの所有者がコントローラAからコントロー
ラBに切り替わります。セカンダリ側のコントローラ所有権の切り替えはプライマリ側で制御されるため、ス
トレージ管理者による特別な対応は必要ありません。

コントローラのリセット

コントローラをリセットすると、プライマリ側でボリューム所有権が優先コントローラ所有者からストレージ
アレイ内の代替コントローラに変更されます。

セカンダリボリュームへの書き込み前に、コントローラのリセットやストレージアレイの電源の再投入によっ
てリモート書き込みが中断されることがあります。この場合、コントローラでミラーペアの完全同期を実行す
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る必要はありません。

コントローラのリセット中にリモートの書き込みが中断されると、プライマリ側の新しいコントローラ所有者
は、優先コントローラ所有者のリザーブ容量ボリューム内のログファイルに格納されている情報を読み取りま
す。その後、新しいコントローラ所有者は、影響を受けたデータブロックをプライマリボリュームからセカン
ダリボリュームにコピーします。これにより、ミラーボリュームの完全な同期が不要になります。

ミラー整合性グループのロール変更

ミラー整合性グループ内のミラーペア間でロールを変更できます。そのためには、プラ
イマリミラー整合性グループをセカンダリロールに降格するか、セカンダリミラー整合
性グループをプライマリロールに昇格します。

ロール変更処理に関する次の情報を確認してください。

• ロール変更は、選択したミラー整合性グループ内のすべてのミラーペアに反映されます。

• ミラー整合性グループがセカンダリロールに降格されると、そのミラー整合性グループ内のすべてのミラ
ーペアもセカンダリロールに降格されます。その逆も同様です。

• プライマリミラー整合性グループがセカンダリロールに降格されると、そのグループ内のメンバーボリュ
ームに割り当てられているホストはそのグループに書き込みアクセスできなくなります。

• ミラー整合性グループがプライマリロールに昇格されると、そのグループ内のメンバーボリュームにアク
セスしているホストがそのグループに書き込むことができるようになります。

• ローカルストレージアレイがリモートストレージアレイと通信できない場合は、ローカルストレージアレ
イで強制的にロールを変更できます。

強制的なロール変更

ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイ間の通信の問題により、セカンダリミラー整合性グル
ープ内のメンバーボリュームの昇格やプライマリミラー整合性グループ内のメンバーボリュームの降格を実行
できない場合は、ミラー整合性グループ間で強制的にロールを変更できます。

セカンダリ側のミラー整合性グループを強制的にプライマリロールに移行できます。これで、リカバリホスト
はそのミラー整合性グループ内で新しく昇格されたメンバーボリュームにアクセスできるようになり、業務を
続行できます。

強制昇格が許可される場合と許可されない場合

ミラー整合性グループの強制昇格は、ミラー整合性グループのすべてのメンバーボリュームが同期され、整合
性のあるリカバリポイントがある場合にのみ許可されます。

次の状況では、ミラー整合性グループの強制昇格が許可されません。

• ミラー整合性グループのいずれかのメンバーボリュームが初期同期中です。

• ミラー整合性グループのメンバーボリュームにリカバリポイントのポイントインタイムイメージがない（
リザーブ容量のフルエラーなどが原因）。

• ミラー整合性グループにメンバーボリュームが含まれていません。

• ミラー整合性グループが失敗、Role-Change-Pending、Role-Change-In-Progressのいずれかの状態である
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か、関連付けられているいずれかのメンバーボリュームまたはリザーブ容量ボリュームで障害が発生して
いる。

ミラーグループロールの競合

ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイ間の通信の問題が解決すると、Mirror Group Role

Conflict状態が発生します。Recovery Guruを使用してこのエラーを解決してください。二重ロールの競合の解
決時に、強制昇格は許可されません。

Mirror Group Role Conflict状態とそれ以降のリカバリ手順を回避するには、ストレージアレイ間の接続が確立
されてから強制的にロールを変更してください。

ロール変更実行中の状態

ミラーリング構成内の2つのストレージアレイが切断され、ミラー整合性グループのプライマリ側が強制的に
セカンダリロールに降格され、ミラー整合性グループのセカンダリ側が強制的にプライマリロールに昇格され
ると、通信が回復すると、両方のストレージアレイのミラー整合性グループがRole-Change-In-Progress状態
になります。

システムでは、変更ログを転送し、再同期を実行し、ミラー整合性グループを通常の動作状態に戻して、定期
的な同期を続行することで、ロール変更プロセスを完了します。
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